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福岡県の小児がん親の会一同 

                                 

アメリカのアレックスという小児がんを患った女の

子が治療開発研究の資金を集めるために庭先で

レモネードを売っていたのが始まりです。 

私たちの「レモネードスタンドinふくおか」は福岡 

在住の牟田口あやのちゃんがこのお話しを知って 

小児がんではないけれど「小児がんの子どもたち

のために私もやってみたい！」という力強い一言か

らはじまりました。小学1年生から始めて８年・・ 

今では素敵な出会いがあり、健康な子と小児がん

を経験した子が手を取り合い啓発、募金活動を 

がんばっています。ご協力よろしくお願いします！ 

 

尚、集まりました募金は「公益財団法人がんの 

子どもを守る会」へ全額寄付いたします。 

 

＊今回の飲料は一般の方々からの寄付です。 

お問い合わせ 公益財団法人がんの子どもを守る会 九州北支部 山本 E-mail : ookinakigc@yahoo.co.jp 

レモネードスタンド in ふくおか 

「すっぱいレモン

を 

もらったときは 

甘くておいしい 

レモネードを作れ

ば 

いいのよ」 

このことわざは「どんな困難に出会っても 

それを転換する方法はある」という意味です。 

アレックスは病気になってもいつも前向きに 

考え生きていました。 


